
JR新発田駅の西方に位置する新発田市の中心街に新築され
た市庁舎である。「札の辻」と呼ばれる十字路に面したL字形敷
地で、以前からさまざまな行事が開催されていた。新市庁舎は、
周辺市街地との景観の連続性を保ちながら、これまでの行事を
積雪のある冬季でも開催できるような場所を提供し、さらに日常
的にも市民に開放された公共建築とすることが求められた。
　この難しい条件に対して、設計者は大きく3つのプログラムの
提案によって応えている。第1は、3層分の高さの屋根に覆われ
た半屋外の「札の辻広場」と、それに連続する「札の辻ラウンジ」
の提案である。「札の辻広場」は東側の道路と北側の駐車場に
連続し、冬季には航空機格納庫で使われている大型シートシャッ
ターによって室内化され、床暖房される。「札の辻ラウンジ」も大
型可動引戸によって南北に開放される。第2は、市庁舎の機能
を、地上階から3階の基壇部に窓口機能、4階に市民交流サロ

ンと議場、5、6階の高層部に執務空間を置くという3層構成にす
る提案である。これによって3階までの軒高を周辺の街並みに連
続させ、4階に街を見晴らす屋上テラスを設けている。第3は、L
型敷地に適応した構造方式と環境制御システムの提案である。
地下階～3階をRC造、4～7階を吊り構造を組み込んだ鉄骨造
によって無柱の執務空間を実現し、4階に免震層を設けて耐震
性を高めている。外周壁はダブルスキンのガラスカーテンウォール
によって季節の気候変化に対しフレキシブルに応え、太陽熱と雨
水利用、コジェネレーションシステム、天井輻射冷暖房を採用し
て、建物全体のエネルギー効率を上げている。
　このように、市庁舎をいかに市民に開くかというテーマに正面か
ら取り組み、雪国においても季節を問わず市民が広く利用できる
市庁舎の新しいビルディングタイプを提案している点を高く評価し
たい。 （難波和彦）
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構造｜ 鉄筋コンクリート造+
 鉄骨造

階数｜ 地上7階、地下1階、
 屋上1階

敷地面積｜ 5,739.73㎡

建築面積｜ 2,841.31㎡

延べ面積｜ 12,995.69㎡
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1 札の辻交差点からみた全景。大型シートシャッターを下ろした状態
2 大型シートシャッターと大型可動建具を全開にした状態
3 札の辻広場の全景。大型シートシャッターを全開にした状態
4 札の辻ラウンジ夜景。大型可動建具開放状態
5 札の辻ラウンジ。左がアーケード商店街、右が札の辻広場
6 1階ロビー。家具基本設計は藤江和子アトリエ
7 飯豊連峰を望む4階テラス
写真1・7…吉原悠博、写真2～6…新建築
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《札の辻広場》

階1

市街地の空洞化に抗するためには、若者から高齢
者までコンパクトに暮らせる市街地居住を促すこ
とが必要です。その核となるべく新庁舎には、周
辺商店街との協働や連携が必須であり、新庁舎の
計画では、周辺街区との空間的連続性と、阿賀北
地域の文化・交流の場となることをめざしました。

■新発田の中心市街地活性化の核
トプセンコ計 図面平設

■連続する都市広場

近世の地割のスケール感を継承しファサードを分節
させました。上層階をセットバックさせることで
アーケード側の前面も低く抑えられ、周辺まちなみ
に対して圧迫感を与えないように配慮しました。

市民利用を重視し、低層部を窓口機能、上層部に

機能的で分かりやすい三層構成としました。

■周辺まちなみに配慮した
　上層階セットバックとファサード分節

■わかりやすく機能的な３層構成
設備概要

構造概要

上部構造は鉄骨部材及び合成スラブによって構成し
ています。主要な耐震要素はEV・階段、設備ゾーン
など裏側を利用した耐震コア(ブレース)としていま
す。ペリメーター部は全体を張弦梁化し、大スパン
でありながら、最大限の眺望が確保できる軽快な
柱・梁・吊り材で構成しています。また、執務エリ
アは鉄骨梁によって大スパンを確保し、無柱でフレ
キシビリティの高い空間を実現しています。
下部構造はRC壁柱と床版により構成されたRC壁式ラ
ーメンを採用しています。下部構造体は巨大な基礎
のような機能を持ち、悪条件の地盤であることから
高価となる基礎を集約させ、数量の低減を図ってい
ます。また、床版の一部にプレストレスを導入する
ことで大スパン化を実現し、フレキシブルな執務室
としています。下部構造は直接免震効果は得られま
せんが、上部構造の重量による制振効果に加え、高
い剛性を確保して建物機能を守ります。

※深層地盤改良は直接基礎として建物を支持させる機能
　と液状化対策としての機能を併せ持ちます。

　構造形式

　基礎形式

　構造種別

・免震構造（中間層免震 ) ： 3 階壁頭免震
・免震層上階（4～7階）   ：耐震ブレース付ラーメン構造
・免震層下階（B1～3階） ：壁式ラーメン構造
・免震層上階（4～7階）   ：鉄骨造
・免震層下階（B1～3階） ：鉄筋コンクリート造

　　　　　　　　　   （一部プレストレストコンクリート造）

・深層地盤改良＋杭基礎併用 

計画地は様々なイベントに使われていました。
新庁舎建設後もそのような活動を継続できるこ
とが望しいと考えました。新庁舎1階に悪天候で
も利用できる半屋内広場「札の辻広場」を設け、
そこは航空機格納庫などで実績のある耐久性・
安全性・メンテナンス性に優れた大型シート
シャッター閉じることで半内部空間化されます。
大型シートシャッターは、季節に応じて開閉で
きます。「札の辻広場」は、あおり館1階と連続
する駐車場とともに一体的な使い方が可能です。
下図のように、あおり館から始まり商店街に至
る《屋内-屋外-半屋内-屋内-屋外》と連続する都
市広場が出現します。

設計／施工
●設計監理
　建築　　aat+ヨコミゾマコト建築設計事務所
　構造　　Arup Japan
　設備　　Arup Japan
●設計協力
　音響　　永田音響
　サイン　ダイアグラム／鈴木直之
　防災　　明野設備
　家具　　藤江アトリエ
　外構　　日比谷アメニス　　　
　照明　   山田照明
　庭園　   吉野浩樹園
　ファサード　Arup Japan　
●施工
　建築　大成・新発田・伊藤特定共同企業体
　電気　大進・ミトモ・飯豊特定共同企業体
　空調　新菖・大堀・中山特定共同企業体
　給排水衛生　関川・増子・新発田特定共同企業体

執務空間、中層部に市民解放と議会機能を配した、
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《札の辻広場》

階1

市街地の空洞化に抗するためには、若者から高齢
者までコンパクトに暮らせる市街地居住を促すこ
とが必要です。その核となるべく新庁舎には、周
辺商店街との協働や連携が必須であり、新庁舎の
計画では、周辺街区との空間的連続性と、阿賀北
地域の文化・交流の場となることをめざしました。

■新発田の中心市街地活性化の核
トプセンコ計 図面平設

■連続する都市広場

近世の地割のスケール感を継承しファサードを分節
させました。上層階をセットバックさせることで
アーケード側の前面も低く抑えられ、周辺まちなみ
に対して圧迫感を与えないように配慮しました。

市民利用を重視し、低層部を窓口機能、上層部に

機能的で分かりやすい三層構成としました。

■周辺まちなみに配慮した
　上層階セットバックとファサード分節

■わかりやすく機能的な３層構成
設備概要

構造概要

上部構造は鉄骨部材及び合成スラブによって構成し
ています。主要な耐震要素はEV・階段、設備ゾーン
など裏側を利用した耐震コア(ブレース)としていま
す。ペリメーター部は全体を張弦梁化し、大スパン
でありながら、最大限の眺望が確保できる軽快な
柱・梁・吊り材で構成しています。また、執務エリ
アは鉄骨梁によって大スパンを確保し、無柱でフレ
キシビリティの高い空間を実現しています。
下部構造はRC壁柱と床版により構成されたRC壁式ラ
ーメンを採用しています。下部構造体は巨大な基礎
のような機能を持ち、悪条件の地盤であることから
高価となる基礎を集約させ、数量の低減を図ってい
ます。また、床版の一部にプレストレスを導入する
ことで大スパン化を実現し、フレキシブルな執務室
としています。下部構造は直接免震効果は得られま
せんが、上部構造の重量による制振効果に加え、高
い剛性を確保して建物機能を守ります。

※深層地盤改良は直接基礎として建物を支持させる機能
　と液状化対策としての機能を併せ持ちます。

　構造形式

　基礎形式

　構造種別

・免震構造（中間層免震 ) ： 3 階壁頭免震
・免震層上階（4～7階）   ：耐震ブレース付ラーメン構造
・免震層下階（B1～3階） ：壁式ラーメン構造
・免震層上階（4～7階）   ：鉄骨造
・免震層下階（B1～3階） ：鉄筋コンクリート造

　　　　　　　　　   （一部プレストレストコンクリート造）

・深層地盤改良＋杭基礎併用 

計画地は様々なイベントに使われていました。
新庁舎建設後もそのような活動を継続できるこ
とが望しいと考えました。新庁舎1階に悪天候で
も利用できる半屋内広場「札の辻広場」を設け、
そこは航空機格納庫などで実績のある耐久性・
安全性・メンテナンス性に優れた大型シート
シャッター閉じることで半内部空間化されます。
大型シートシャッターは、季節に応じて開閉で
きます。「札の辻広場」は、あおり館1階と連続
する駐車場とともに一体的な使い方が可能です。
下図のように、あおり館から始まり商店街に至
る《屋内-屋外-半屋内-屋内-屋外》と連続する都
市広場が出現します。

設計／施工
●設計監理
　建築　　aat+ヨコミゾマコト建築設計事務所
　構造　　Arup Japan
　設備　　Arup Japan
●設計協力
　音響　　永田音響
　サイン　ダイアグラム／鈴木直之
　防災　　明野設備
　家具　　藤江アトリエ
　外構　　日比谷アメニス　　　
　照明　   山田照明
　庭園　   吉野浩樹園
　ファサード　Arup Japan　
●施工
　建築　大成・新発田・伊藤特定共同企業体
　電気　大進・ミトモ・飯豊特定共同企業体
　空調　新菖・大堀・中山特定共同企業体
　給排水衛生　関川・増子・新発田特定共同企業体

執務空間、中層部に市民解放と議会機能を配した、
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